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  働く（仕事）ということ

働くとはどういうことでしょう？
それは、「他人（お客さま）の役に立
つことをする」ことです。

仕事では、お役立ちの量に応じて
報酬をもらえます。しかし、報酬を
多く得れば、必ずしもその分仕事が
面白くなるわけではありません。心
から仕事が面白いと思えるのは、「達
成感」を得たときです。自分たちの
仕事が本当にお客さまに喜んでもら
えたときにこそ、達成感は得られる
もので、これこそが仕事の本質だと
思います。

 グローバル時代に生きる

グローバル時代とは、人、モノ、お
金、そして技術や情報などのすべて
が国境を越えて自由に行き来する時
代のことです。これから、皆さんが
活躍する社会では、地球規模での競
争や協力、また環境保全などの難問
があるでしょう。

グローバル時代で大切なことは、自
分たちの常識にとらわれず、さまざ
まな人の考えやモノの見方を知るこ
とです。日本の常識が、世界の非常
識になることもあるのです。

私の英国での経験ですが、当時の
日本人は仕事人間ばかりでした。現
地の英国人から見ると、日本人が家
庭やプライベートを犠牲にして休み
もなく働くのはアンフェア（不公平）
だと言うのです。こうしたことも含
めて、日本では気付かなかったこと
がたくさんありました。もちろん外

国のやり方をすべて受け入れるべき
だということではありません。背景
となる歴史や伝統、文化が違うので
すから、そのまま取り入れようとし
ても無理が生じます。しかし、グロー
バル時代に生きていくためには、まず
お互いの違いを発見し、認め合う姿
勢が大切なのです。

学ぶことの大切さ

皆さんはどう学べばいいのか？　
それは、常に自分の身の回りで起こ
る事を疑問に思い、その解決方法を
探ることです。学校だけが学びの場
ではありません。いつでもどこでも
好奇心や疑問に思う心こそが“学び”
の生みの親なのです。

また、解決能力を養うためには、
モノの仕組みや構造に興味を持ち、
良い意味で“理屈っぽく”なってくだ
さい。きっと社会に出た時に役に立
つ力が付くでしょう。

皆さんへのお願い

皆さんには早く自分の夢を見つけ
てほしいと思います。夢を見つけた
ら、それを実現するために何をしな
ければいけないかという目標が見え
てきます。そして、「毎日、目標に向
かって努力する自分をほめてあげる」
ことが大切です。人間は、悪い部分
やできないことに目が行く傾向があ
ります。しかし、目標に対して３割
できたならば、７割できなかったこ
とを責めるのではなく、３割できた
ことをほめてあげましょう。毎日の
自分の努力を確認し、それらを積み

上げて、将来の夢をつかんでくださ
い。

学校と経営者の交流活動推進委員会　墨田区立寺島中学校　桜井正光代表幹事講演

これからのグローバル社会に生きる君たちへ
～何事も疑問（はてな？）から始まる～

2010年10月16日、墨田区立寺島中学校の開校60周年記念式典におい
て、桜井正光代表幹事が記念講演を行った。桜井代表幹事は、墨田区
生まれで、都立墨田川高等学校の卒業生だと語ると、やや緊張していた
生徒たちから声が上がり、リラックスしたムードの中で講演が行われた。ま
た、講演後には、生徒たちなどから多くの感想が寄せられた。
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 生徒・教員・保護者の感想

1 年生

■「会社で働いていて“楽しい”と思えるのは、何
かを達成したとき」。この言葉は将来、私の役に
立ってくれるのではないかなと思いました。
■私は将来、海外で仕事をしたいと思っているの
ですが、語学だけでなく、現地の文化や常識を学
んだ方がいいということが分かりました。
■今は中国など他国との問題や、不景気などが騒
がれていますが、僕たちが大人になった時には、
がんばって、今以上に日本が世界に認められても
らえるような、そんな国にしたいです。
■相手のことを考え、そして行動や発言をすると
いうことの大切さが深く伝わってきました。私は
これから大人になり、社会に出て仕事をします。
どんなときでも相手のことを思うということは基
本的なことですが、人生すべてにおいて大切なこ
とだと思いました。

2 年生

■これからの将来・進路などについてあらためて
考えることができました。やりたいことをもっと
一生懸命見つけてみようと思いました。
■私はついこの間、英検を受験しました。ただ高
校受験に有利になるという理由のみで受験しまし
たが、他の国の文化・常識を学ぶのに役立つと思
い、英語の学習をもう少し頑張ってみようかなと思
いました。
■考え方や物事の見方は一つだけではない。自分も
一つの物事の見方だけではなく、他の人の考え方も
考えてみたら面白いのではないかと思いました。
■日本の常識は世界の非常識。これは私たち生徒
と生徒の間でもあるのではないでしょうか。私の
当たり前だと思うことが、友達にしてみれば当た
り前ではない。お互いを理解することを、これか
ら深めていきたいです。
■自分をほめることによって自分にプラスになる
なら、これからやっていこうかと思いました。

  3 年生

■グローバル社会に通用する力を身に付けるにあ
たり、何事にも疑問を持って、理解しようと追求
することが大事なのだろうと考えました。それは
きっと社会だけでなく、私たちの受験にも大きく
かかわってくるでしょう。このような考え方を持っ
て日々の勉強に励むことは、自分の知識を深める
方法になると思いました。
■最近、外国で働くということに少し興味を持っ
ています。なぜなら日本から出ることで、日本と
は違う文化に触れ合うことができるからです。い
ろいろな文化を見て、自分の中の視野を広げたい
と思っています。
■今まで私は働くというのは、楽しいことではない
と思っていました。でも達成感ややりがいが感じら
れれば、楽しく仕事ができることが分かりました。
■仕事は人のためになるように努めることとい
うお話を聞いて、そんな仕事をしたいなと思いま
した。私は将来、中学校の音楽の教師になりたい
と思っています。今日、お話を聞いて、なりたい
という意志がもっと深くなりました。

  教員・保護者

■「学校の常識は社会の非常識」—多くの方面か
ら物事を見つめられる広い知識や考え方を持てる
人間に育てるためにはどうしたよいのかを常に考
えながら、毎日の教育活動に励みたいと思います。
■自分の意識の持ち方を変える、自分とは異なる
意見を受け止める。子どもたちが大人に成長する
上でも、意識改革は大切だと考えました。
■講演の仕方にも深く感銘を受けました。日ごろ
中学生を相手に話をする職業に従事しているため、
できるだけ「難しいことをやさしく」話すように心
掛けていますが、講演のようにそれを「深く、愉
快に、そして真面目に」伝えられるようになりた
いと思います。
■寺島中学校の生徒たちは幸せだと思いました。
“明日”が見えない今の大学生たちにも聞かせて
あげたいお話でした。


